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＜第二十三回卒業証書授与式＞ 巣立ちの時、晴れやかな姿で主役を務め 
てくれることでしょう。ご卒業を心より祝福申し上げます。 

日時：平成１９年３月９日（金）午前９時３０分開式 

  式場：横浜市立若葉台西中学校 体育館 

  今年度卒業予定者数：５８名 

 

＜修了式・閉校式・離退任式＞ 西中の２３年間の歴史の幕をおろします。 

日時：平成１９年３月２３日（金）開式午前９時５０分～１１時４０分頃閉式予定（時間は前後します） 

 式場：横浜市立若葉台西中学校 体育館 

  出席者：生徒（１･２･３年生）、来賓、教職員、保護者（自由参加）、卒業生 

会場準備の都合上、保護者の方には３月５日（月）迄に出欠席票を提出していただきます。 

卒業生にはこの学校だよりや学校のホームページでお知らせいたします。 

  式次第：昨年の１１月３・４日に閉校記念事業を実施しましたので、今回は特別のプログラムはあ 

りません。 

１ 開式のことば 

 ２ 国歌斉唱 

 ３ 学校長のことば 

  （来賓紹介・メッセージ披露） 

４ ＰＴＡ会長挨拶 

 ５ 生徒代表のことば 

 ６ 教職員離退任挨拶（全教職員が一言ずつ挨拶します） 

 ７ 校歌斉唱 

 ８ エール 

 ９ 閉式のことば 

  下校：教職員全員で生徒を見送ります。 

 

本校最後のお願いです･･･  引っ越しボランティア募集  

◆ ３月２６日（月）・２７日（火）・２８日（水） いずれも午前９時～正午（半日） 

  ご都合がつく日をお申し込みいただければ幸いです。 

◆ 作業内容は、段ボール箱詰・梱包・清掃など 

（運搬は引っ越し業者がドアｔｏドアで運んでくれます） 

  ◆ マスク・軍手・ゴム手袋・雑巾・清掃用具は用意してあります 

  ◆ タオル・エプロン等をご持参の上、汚れてもよい服装でお越しください 

◆ お弁当を用意させていただきます 

◆ 引っ越しボランティアについてのお問い合わせは、副校長までお願いします 

◎ お申し込みは、お弁当等の手配の関係上 

保護者の方は、別途学校から配布されたプリントの引っ越しボランティア申込み票を 

３月７日（水）迄に担任へ提出してください。 

卒業生や学校開放利用団体の方や地域の方は、電話またはＦＡＸで３月７日（水）迄 

に副校長へお知らせください。 

          若葉台西中学校  ＴＥＬ９２１－０２８１  ＦＡＸ９２２－５９８６ 

 



現１・２年生の学籍が若葉台西中学校から若葉台中学校に異動するにあたって、 

① 若葉台中学校の学区内に住所がある生徒の保護者には、旭区役所から「学校指定変更通知書」 

が郵送されます。保護者がしなければならない手続きはありません。 

 ② 学区外に住所があり卒業まで指定地区外就学許可が出されている生徒は、指定地区外就学許可 

は自動的に若葉台中学校に引き継がれますので、改めて許可を取り直す必要はありません。但 

し、通学ルートが変わりますので、通学ルートや通学方法について若葉台中学校開設準備担当 

の若葉台東中学校長に連絡する必要があります。詳細については該当者に現担任より個別にお 

話しいたします。 

 

保護者の皆様から返信・返却していただくもの一覧 

【全学年の保護者対象】 

①閉校式保護者出欠票（出席欠席を問わず全員提出）      ３月５日（月）まで 

②平成１９年度若葉台中学校ＰＴＡ役員承認書（提出は家庭数） ３月５日（月）まで 

③平成１８年度ＰＴＡ紙面総会回答（提出は家庭数）      ３月７日（水）まで 

 ④平成１８年度部活動振興会紙面総会回答           ３月７日（水）まで 

 ⑤引っ越しボランティア申込み票（お手伝いいただける方）   ３月７日（水）まで 

【３年生保護者（中１・中２・小６年生に弟妹がいる方を除く）対象】 

    ①「若葉台ＰＴＡ」と表示された緑色の腕章          ３月７日（水）まで 

 

  卒業生の皆様へ  同窓会会計報告を若葉台西中学校のホームページに掲載いたしました。 

 

２月２７日に全校生徒対象に『助産師が伝えるいのちのはなし』講演会を行いました。 

お話をしてくださったのは、助産師さん・４月に３人目のお子さんを出産予定の妊婦さん・生後２ 

ヶ月になるお子さんを抱っこして来てくださった元若葉台北小学校の養護教諭の皆さんです。 

  環境保健委員の生徒２人の心音を聴かせてもらうと２人の音が全く違ったことに驚き、妊婦さんと 

おなかの中の胎児の異なる心音が同時に聴けたり、成長が実感できる５つの大きさの胎児人形、テレ 

ビ番組のＶＴＲなどを駆使して、とても分かり易い講演でした。 

 

          ＊＊＊＊＊     ＊＊＊＊＊     ＊＊＊＊＊ 

  ２３年間、折々に若葉台西中学校にご協力・ご支援賜りまして、厚く厚く御礼申しあげます。 

この５年間、若葉台西中学校では生徒の成長を促す数々の工夫をしてきました。 

◇いのちや存在価値について考える、ホスピス医や助産師の講演 

◇職業や人生経験を通して生き方や平和の意味を考える職業講話や戦争体験講話 

◇実社会の営みを体験的に学ぶ職場体験 

◇自分の課題を追究する総合的な学習の時間の取り組み 

◇多種の体験学習を盛り込んだ遠足・自然教室・修学旅行 

◇校外の各種コンクールへの出品・出場を通しての学習成果のレベルアップ、特に国語・書写・ 

社会・音楽・美術・英語・人権・国際・福祉等の分野での活躍が顕著でした 

◇極小チームで頑張り抜いた部活動での学び 

◇すべての要である各教科指導、少人数指導やＴＴ指導で基礎基本の定着を図ること 

   ◇一斉指導を補完する補習などの個に応じた指導 

等々。 

  また、地域行事や地域活動を学びの場にさせていただいたことも大きな意義がありました。そして、

これらの教育活動に保護者や若葉台の地域の方々が参画してくださって、教育に厚みをつけていた 

だいたことには、感謝の言葉も見あたりません。熱い熱いご支援を常に頂戴しておりました。 
 保護者の皆様、地域の皆様、 

紙面にて誠に失礼いたしますが、若葉台西中学校に寄せられましたご支援に重ねて御礼申し上 

げます。 ありがとうございました。                教職員一同 


